
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＊12月 29日（金）は大掃除の為、通常利用できません。    

午前中に掃除のお手伝いができる方を募集しております！          

年始は1月5日（金）から通常開館となります。 

 

センターの正月休みについて 

 

 

   

 

   12月に恒例となっているクリスマスレクを開催する予定です。利用者 

ミーティングでの意見から、参加のしやすい土曜日がいいのでは？との 

ことで、12月16日（土）を予定しています。少し豪華なお食事とゲーム 

で楽しみたいとの意見がありました。(*^▽^*) 

詳細が決まり次第センターでご案内をしますので、皆様、楽しみにしていてく  

ださいね   クリスマスツリーを12月に入ったら飾りつけをする予定です！ 

センターを利用される皆様でお手伝いをして頂けると助かります。よろしくお  

願いします。 

*センターでは毎年、年明けに千歳神社へ初詣レクや、百人一首をして過ごしています。  

12月1日（金）に行う利用者ミーティング後に予定を立てたいと思います。 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土 日 月 火 水 木 金 

12/30 12/31 

年越し 

1/1 

元旦 

1/2 1/3 1/4 1/5 

休み 休み 休み 休み 休み 休み 開館 

上記期間中、お休みを頂いております。 

ご理解の程よろしくお願い致します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 ９月６日（水）、皆さん楽しみにしている一大イベント「バスレク」を開催しました！！ 

今回の行き先は投票で第一位だった「小樽」に行きました♪ 

 当日の天気は晴れ☀参加者は約 20 名ということで、朝からにぎやかでした☆行きのバス

ではスタッフが小樽にまつわる問題を出題し、かま栄のかまぼこに関する問題などもあり、

「寄ったらその商品買ってみようかなぁ！」という声もあり到着前からウキウキ気分♪ 

 小樽に到着後は２つのチームに分かれ、海鮮丼チームと鶏の半身揚げで有名な「なると」

チームでそれぞれ昼食をとりました！海鮮丼はリーズナブルな価格で美味しい海鮮を堪能

でき大満足♪なるとチームも好きなメニューを注文し、ボリューミーな中華料理を楽しみお

腹がいっぱいになったようでした♪ 

 

   小樽グルメ 

最高！！ 

 食事のあとはそれぞれチームに分かれて散策タイムとなりました♪バス内の問題に出て

いたかま栄には両チーム立ち寄ることができ、「クイズに出題されていた売上１位のかまぼ

こを買いました！」などの声も♪他にもオルゴール堂、ルタオなど小樽ならではのお店をめ

ぐりお買い物を楽しんでいました！他地方にもあるお菓子屋さんなどもありましたが、小樽

限定のお菓子もありそれを狙って購入する人も多くいましたね＼(◎o◎)／！ 

 後半になってくると歩き疲れてたびたび休憩をはさみましたが、小樽には様々なところに

ベンチがあり安心して観光を楽しむことができました♪皆さん大好きソフトクリームの店

などもいろんなところにあり、気になったところに立ち寄っている方もいましたよ！ 

 

  

 思う存分小樽を楽しんだ後は小樽運河の前で記念

写真を撮りました！帰りのバス内は歩き疲れた方も

多く皆さんゆっくり休まれてましたね。 

 今年も皆さんの協力のおかげで無事バスレクを実

行できました！ありがとうございました！来年も楽

しい時間をみんなで過ごせますように・・・☆ 

 

  



農福連携の情報 

トマトを出荷する為の箱を 

組み立てている場面 

ピーマンの収穫場面 

収穫後はヘタ切りをします 

人参の収穫場面。余分な 

葉と根を切り取ります 

 

 

 

農福連携という言葉は、2010 年に鳥取県にて農業と福祉が協力した事業を推進したこと

から広まりました。また、農業を営む方々の高齢化と働き手不足の問題もあり、それらの対

策の一環として徐々に全国へ取り組みが拡大していきました。農福連携が目指すところは、

障がいや苦手なことがあっても、誰もが同じような生活ができる社会作りと、障がい者の働

く場の確保を提供していくことです。 

 

千歳市における農福連携について、就労推進室やませみの 

野田氏よりお話しを伺うことができました。 

はたらく部会による福祉事業所へのマッチングの取り組み

は令和 2 年から始まりました。千歳市には就労継続支援事

業所のA型が８か所、B型が22か所あります。そのうち

令和4年度の作業実績では12か所の事業所が農業の仕 

事に取り組んできました。実際に農業の仕事に携わった利用者さんからは、青空の下、太陽

の暖かさを感じながら仕事をすることで、気持ちがいい、調子が良くなった、達成感がある

などの声が聞かれているようです。また、ある利用者さんからは 

次の仕事はいつやるの？と楽しみにされたようです。♫～(＾o )^丿 

しかし、課題もあり、郊外への移動にかかる費用や休憩場所、仮 

設トイレの確保の問題などがあるようです。関係者の皆さんは 

日々、希望される方々が少しでも働きやすいように、いろいろと 

考えてくれていました。 

 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

ピアサポーター活動記 
ピアサポーターとは精神障がい者地域生活支援事業を利用して精神科病院の退院

を目指す方に対して仕事として外出支援などを行う回復者の方のことです 

コロナ禍前は毎年札幌で行われていた、全道のピアサポーターが一堂に会する 3 日間

の研修が１０月末に開催されました。 

昨年度はオンラインと集合型のハイブリット研修でしたが、当センターを含め９割以

上がオンライン参加(◞‸◟)…。しかし今年は 40名程（約半数）は札幌に集まり、対面

での交流もたくさん出来たようです。 

慣れないホテル宿泊や研修の緊張もあってか、特に２日目夜はグッタリした様子も見

られましたが、これまで画面上でやり取りしていた方達と直に会って話が出来て、刺

激もたくさんもらったようでした♪（毎月オンラインでの全道会議をしています） 

全道ピアサポーター研修会 

仲間が増えました！ 

病院に話を聞きに行った際に『この数年で職員の入れ替わりもあって 

事業やピアサポーターの事もあまり知らない職員もいる』という話が 

あり、あらためて職員勉強会で事業の話などさせてもらうことになり 

ました。 

お昼休みに病院内で行われる自主参加の勉強会でしたが、30名

程参加してくれました。 

M さんはこの時が発表デビュー★今回は持ち時間も短いので、

ピアサポーターからは自らの体験も含めた自己紹介を 

インタビュー形式で発表してもらいました。 

事前に定例会で練習もしましたが、先輩ピアサポーター 

はもちろん、M さんもデビューとは思えないほど堂々 

と話してくれました。また対面ということもあり、職員さん達が真剣に 

聞いてくれている様子も見られて、話しがいもあったようでした。 

石狩ファミリアホスピタルでの発表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


